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１．戦後の女性労働者の変化 

      均等法以前世代 

 

      均等法世代 

 

      バブル崩壊後世代 

 

２．女性の就業決定要因の変化 

 

「ダグラス＝有沢の法則」（夫の所得水準が妻の就業選択確率にマイナスの影響

を与える）の変化 

 

３．国際比較でみた日本の女性労働者 

 

      ３５歳以降では有業率と学齢とのあいだに負の相関がある 

 

４．税制度・社会保障制度が女性の労働供給にもたらした影響 

 

      就労調整をする女性がふえる 

      ただし９５年から０１年にかけて就労調整をする既婚女性は減少 

     している→男性の雇用保障の低下、失業率の上昇、男性の所定内 

     給与額は９０年代にはいってほとんど上昇せず、２００５年には前 

     年比で０．５％減少している。２００６年では４年ぶりに１．２％ 

     増加した 
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  「あなたは何らかの年収調整または労働時間の調整をしていますか」とい

う質問に対する回答 

               ９０    ９５    ０１ 

    調整をしている   ３０．４   ３７．６  ２６．７ 

    関係なくはたらく  ２３．０   ２５．６  ２６．０ 

    調整の必要がない  ２７．３   １８．６  ３５．４ 

    わからない     １９．３   １８．２  １１．９ 

             １００    １００   １００ 

 

出所： 厚生労働省「パートタイム労働者総合実態調査報告」 

 

５．非正規労働の増加と年金制度 

   第２号，第３号の減少と第１号の増加 

 

 

 

６．非正規労働者の増加はなぜおきたのか 

 

 国際比較からみえてきたもの 

   産業構造の変化（経済のサービス化） 

   デモグラフィック要因 

     多様な働き方のニーズの高まり 

   景気要因（経済のパフォーマンス） 

   需要要因（経済のグローバル化） 

     コスト要因 

 

 →おもな要因は需要要因 

    （例外  オランダ） 
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７．社会保険制度が正社員中心であることが、非正規労働者の増加の一因とな

っている 

 

 

    非正規労働者の増加は先進国一般にみられる現象だが、なかでもパー

トの増加が著しいのが日本の特徴 

   → パートを雇うとコストが削減できる構造が存在する 

 

 

８．諸外国の年金制度 

 

→事業主の採用に中立な制度を作る 

 

 

９．適用拡大は労働者にどのような影響を与えるか 
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